
健康影響のおそれがある場合の情報提供について 

 

地下水汚染発覚時の情報提供について 

 

１．情報提供について 

土壌汚染等に伴う地下水汚染が生じた場合、汚染は発覚した地点から周辺地域に広まっている

可能性がある。そのため、周辺住民等に井戸水ではなく上水を飲用するよう注意喚起する必要が

ある。しかし、周辺地域の飲用井戸の有無、所在地等の情報は不完全であり、また湧水がある場

合には不特定の人が利用している可能性がある。そのため、汚染があったことを直接周辺住民に

周知するとともに、報道機関に情報提供することにより、汚染の周知、及び上水利用の注意喚起

を図ることを目的としている。 

 

２．提供の時期 

 事業者や土地所有者による地下水質調査や、大阪府による地下水質の常時監視の結果、有害物

質による地下水汚染（地下水の環境基準値の超過）が発覚した時 

※ 過去に周辺地域で飲用指導している場合を除く。 

  

３．提供の内容 

 上記目的に照らし、情報提供する内容は以下のとおりとしている。 

提供項目 備考 

① 汚染発覚地点 

 

位置 

 

発覚地点を表示した地図を提供 

※ 当該地点に事業場が現存している場合

は地図を補足するため「事業場名」を記

載し、空地の場合は「空地」と記載する。

ただし、空地となる前に事業場があり、

届出等で事業場名が明らかな場合は「旧

事業場名」を記載する。 

※ 事業者名及び土地所有者名（個人名、会

社名）は提供目的に関連しないため提供

しない。 

② 汚染状況 物質名及び濃度 汚染物質の性状等の説明資料を添付 

③ 今後の対応 ・周辺地域への飲用指

導 

・周辺地域における地

下水調査及び汚染原因

調査の実施 

※ 地下水調査の結果等について、第２報を

後日提供している。 

 

４．周知・注意喚起地域 

発覚地点の周辺地域 

発覚地点を中心とする周辺地域の地図に、原則、半径 500mの範囲を図示し、提供 

資料５ 
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石綿排出等作業実施基準違反等の情報提供について 

 

１．情報提供について 

建築物等を解体し、改造し又は補修する作業を行う際に当該建築物に石綿を含有する建築材

料が使用されている場合には、石綿飛散による大気汚染を生じる恐れがある。このため、生活

環境保全条例では、作業実施基準や敷地境界基準を定め、これに違反がある場合、基準適合命

令や作業の一時停止を命令することができ、必要に応じ公表する旨を規定している。 

 

２．提供の時期 

 立入検査や行政測定により作業実施基準の違反や敷地境界基準の超過を確認した場合、直ち

に飛散防止対策を講じるよう指導を行うとともに改善勧告等の行政措置の手続きに入っている。

条例上の公表規定では、釈明及び証拠の提出の機会を与えることが規定されており、公表は改

善勧告後になっている。 

  

３．提供の内容 

 上記目的に照らし、情報提供する内容は以下のとおりとしている。 

提供項目 備考 

① 石綿排出等作業
の概要 

・場所 

・期間 

・特定建材の種類と使

用面積 

・測定場所等を表示した図 

② 違反の内容 

 

・作業基準の違反 

・敷地境界基準の超過 

 

③ 違反を行った者

の氏名 

・施工者  

④ その他 ・原因 

・周辺への影響 

・指導内容 

・原因究明 

・再発防止対策指導 

⑤ 今後の対応 ・周辺住民への注意喚

起  

 

・住民説明会 

 



 

（参考）大阪府生活環境の保全等に関する条例 
 

(作業実施基準及び敷地境界基準の遵守義務) 

第四十条の十 特定排出等工事を施工する者は、当該特定排出等工事における石綿排出等作業に

ついて、作業実施基準及び敷地境界基準を遵守しなければならない。 

 

(公表) 

第百六条 知事は、第三十五条第一項から第四項まで、第三十六条第一項、第四十条の十、第五

十九条第一項、第六十条第一項若しくは第七十八条の規定若しくはこれらに相当する法律の規

定又は第八十五条の規定に違反している者があると認めるときは、必要に応じ、その旨を公表

するものとする。 

2 （略） 

3 知事は、前二項の規定による公表をしようとするときは、当該公表に係る者に、あらかじめ、

その旨を通知し、その者又はその代理人の出席を求め、釈明及び証拠の提出の機会を与えるため、

意見の聴取の手続を行わなければならない。 
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